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松戸市文化会館及び松戸市民劇場において、指定管理者が行う業務内容及びその範囲は、

この仕様書に基づく。この仕様書は、施設の管理運営に当たり基本的な条件を記載したもの

であり、本書に記載のない事項についても、会館運営上必要と認められる業務については、

指定管理者が実施しなければならない。 

また、本仕様書等提示条件について疑義が生じた場合、自己解釈することなく、市と協議

しその指示に従うものとする。 

 

Ⅰ対象施設について 

１ 松戸市文化会館 

（１）施設の設置目的、特徴等 

松戸市文化会館（以下「文化会館」という。）は、平成５年１１月３日に市民文化の振

興及び市民福祉の増進を図るため、「見る・聞く・学ぶ・創る・集う」をテーマに文化の

発信拠点として、また市民の文化創造の場として総合公園「２１世紀の森と広場」のな

かに設置されました。 

特徴としては、自然林の豊かな緑に囲まれた環境の中での文化芸術の振興を通して、

市民の豊かな心の創造の場となるとともに、さまざまな音楽、演劇など芸術活動や鑑賞

の場として、「オーケストラ演奏会での美しい響きを実現した大ホール」、「演劇、オペ

ラ、バレエ等のあらゆる舞台芸術に対応できる小ホール」、「各種パーティー、結婚披露

宴、ディナーコンサート等に幅広く利用できるレセプションホール」、「十分な防音設備

が施された音楽やバレエ等の各種舞台芸術の練習室等」、幅広いご利用に応えることの

できる施設、環境を有しています。 

また、松戸ゆかりの著名な文化人や芸術家などと連携し、高い芸術性を普及し、都市

ブランドを高め、文化芸術活動を支援・促進することで、地域コミュニティの活性化と

文化芸術の水準の向上を目指すものとします。 

 

（２）管理・運営対象施設 

① 所在地     松戸市千駄堀６４６番地の４ 

② 開館年月日   平成５年１１月３日 

③ 敷地面積    １４，７９９．５１㎡ 

④ 建築延面積   ２９，９８９．７３㎡ 

⑤ 構造      鉄骨鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造・鉄筋コンクリート造） 

地下２階 地上５階建 

⑥ 開館時間    午前９時から午後１０時まで 

⑦ 休業日     月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日に当たるときは、その翌日）及び年末年始（１２月

２９日から１月３日まで） 

※なお、指定管理者から開館時間及び休業日について別途提案がな

された場合において、サービス向上に資すると認められる場合に
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は、これらを変更することがある。 

⑧ 建物の内容 

ア 大ホール 

定員   １階１，２８０席、 ２階２２２席、 ３階４５３席 

合計１，９５５席（親子鑑賞室１０席を含む。） 

舞台   ７４０㎡（間口１４．４～２０ｍ、奥行１５．８ｍ、高さ７．２～ 

１３ｍ）舞台倉庫・ピアノ庫・調光室・音響調整室・映写室 

楽屋   №１～№９（１６．０～８０．６㎡）楽屋受付・楽屋控室・ 

シャワー室・洗濯室・トイレ等 

ホワイエ トイレ、コインロッカー室、クローク、チケットブース、ビュッフェ他 

イ 小ホール 

定員   １階３９２席、２階１２４席、合計５１６席 

（親子鑑賞室１０席を含む。） 

舞台   ４５０㎡（間口１０．８～１４．４ｍ、奥行１５．４ｍ、高さ６．３～

９ｍ）舞台倉庫・ピアノ庫・調光室・音響調整室・映写室 

楽屋   №１～№８（１２．０～５７．８㎡）楽屋受付・シャワー室・洗濯室・

トイレ等 

ホワイエ トイレ、コインロッカー室、チケットブース他 

ウ レセプションホール 

定員   教室型配置時約２００人、円卓配置時約２５０人、 

ダンスパーティー約３００人、立食パーティー時約５００人 

床面積  ５５０㎡、ロビー１４６㎡、配膳室３３㎡ 

エ 会議室ゾーン 

大会議室  定員７２人、１３６㎡ 

中会議室  定員１８人、 ５２㎡ 

小会議室１ 定員１８人、 ４０㎡ 

小会議室２ 同上 

和室    ３０畳 

オ 森のスタジオ 

リハーサル室１   ２１１㎡ 

リハーサル室２   ２０９㎡ 

音楽練習室１    ８１㎡ 

音楽練習室２    ３８㎡ 

スタジオ      １２７㎡ 

カ 事務室       ２１７㎡ 

キ レストラン     （８４席） ２２５㎡（厨房、トイレ、事務室含む） 

ク 受付        ２９０㎡ 

ケ 駐車場       館内（地下１階２２台、地下２階１１７台） 
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大小ホール楽屋入口１４台（うち大型５台） 

コ チケットセンター  １１㎡ 

サ その他       エントランス、トイレ等の共用部分、職員控室、 

倉庫等の管理部分、こども室、更衣室 

 

２ 松戸市民劇場 

（１）施設の設置目的、特徴 

松戸市民劇場（以下「市民劇場」という。）は、市民の芸術及び文化活動の場を提供

するため、交通便利な松戸駅近くの市街地に設置されました。 

特徴として、当施設は、「劇場技術者からみた使いやすいホール」として日本音響協会

及び日本劇場技術者連盟より「優良ホール１００選（劇場・音楽堂）」にも認定されて

おり、くつろいだ雰囲気の小劇場で、市民の音楽・演劇などの舞台芸術活動の発表や鑑

賞の場として、また、フォーラム等の各種イベントを開催することができるホール及び

会議室を有しています。 

 

（２）管理・運営対象施設 

① 所在地     松戸市本町１１番地の６ 

② 開場年月日   昭和５６年５月１日（平成元～２年度改築） 

③ 敷地面積    ８９５．２４㎡ 

④ 建物面積    ７８４．０４７㎡ 

⑤ 建物延面積   １，６９８．９９㎡ 

⑥ 開館時間    午前９時から午後９時まで 

⑦ 休業日     月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日に当たるときは、その翌日）及び年末年始（１２月

２９日から１月３日まで） 

※なお、指定管理者から開館時間及び休業日について別途提案がな

された場合において、サービス向上に資すると認められる場合に

は、これらを変更することがある。 

⑧ 構造     鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 地下１階・地上３階建 

⑨ 建物の内容 

ア ホール 

定員     １階２６４席、２階６８席、合計３３２席（固定席）（他 移動席

８０席、車椅子用３席） 

舞台     間口１３ｍ、奥行８．２５ｍ、高さ７．４ｍ 

楽屋     ２室（第１楽屋３７㎡、第２楽屋３２㎡） 

イ 会議室 

第１会議室  定員２７人、３９㎡ 

第２会議室  定員２４人、３５㎡ 
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第３会議室  定員３６人、５４㎡ 

ウ 事務室    ４４．７㎡ 

エ その他    エントランス、トイレ、倉庫等共用部分 

 

３ 施設の管理運営の基本的な考え方 

指定管理者が文化会館及び市民劇場を管理運営するに当たり、従うべき基本的項目は、次

に掲げるものとする。 

（１） 松戸市文化会館条例（平成 4年 12 月 22 日松戸市条例第 34 号）、松戸市文化会館条

例施行規則（平成 5 年 12 月 28 日松戸市規則第 60 号）、松戸市民劇場条例（昭和 56

年 3 月 28 日松戸市条例第 15 号）、松戸市民劇場条例施行規則（昭和 56 年 4 月 20 日

松戸市教育委員会規則第 5号）等の内容を十分に理解し、法令等の規定に基づいた運

営を行うこと。 

 

（２） 文化会館、市民劇場の設置目的に従った適切な管理運営を行うこと。 

 

（３） 「「公の施設」であることを常に念頭に置いて、公平な運営を行うこととし、特定の

団体等に有利あるいは不利となるような取扱いをしないこと。 

 

（４） 利用者等が快適に施設を利用することができるよう適正な管理運営を行うとともに、

効果的かつ効率的な運営を行い、管理運営経費の削減に努めること。 

 

（５） 省エネルギーに努めるとともに廃棄物の発生を抑制し、環境に配慮した管理を行う

こと。 

 

（６） 個人情報の保護に関する法律、松戸市情報システム管理運営規則、松戸市情報セキ

ュリティポリシー等に基づき、個人情報の適正な取扱い、管理を徹底すること。 

 

（７） 市と密接に連携をとりながら管理運営を行うこと。 

 

Ⅱ 指定管理者が行う管理運営業務 

文化会館は、大ホール、小ホールにおいては、世界的な芸術家から一般の市民まで様々な

分野の文化・舞台芸術活動の発表や鑑賞の場として、多種多様に利用されていますが、その

中でも小ホールについては、ピアノ、バレエをはじめ市民による文化・舞台芸術活動の発表

の場に利用されることも多々あり、指定管理者はこうした利用状況を踏まえ、市民の利用に

際しては専門的な立場から舞台演出等について適切な指導・助言を行い、利用日以前に十分

な打ち合せを実施し、市民が安心して利用できるよう必要な配慮を行うこととする。 

レセプションホール、会議室ゾーン、森のスタジオゾーンについては、もっぱら市民の文

化・舞台芸術の活動、発表、出会いの場として日々利用されており、指定管理者はこうした
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利用状況を踏まえ、出来るだけ市民が利用し易いよう配慮を行うことを前提に、下記業務を

実施すること。 

チケットセンターにおいては、プロ公演の入場券の他、市民の文化・舞台芸術の公演等の

入場券についても、市民の求めに応じて販売することとする。 

市民劇場は、ホールと３つの会議室ともに、日々、様々な市民の舞台芸術の活動や発表の

場として、利用されており、指定管理者はこうした利用状況を踏まえ、市民の利用に際して

は、専門的な立場から舞台演出等について適切な指導・助言を行うこととし、利用日以前に

十分な打ち合せを実施し、市民が安心して利用できるよう十分な配慮を行うこととする。 

また、出来るだけ市民が利用し易いよう必要な配慮を行うことを前提に、下記業務を実施

すること。 

 

１ 施設の運営に関する業務 

（１）文化会館 

① 施設の申請、利用許可、料金の徴収に関する業務 

ア 利用の申請・変更・取消の受付及び使用許可書の発行と領収証書の発行 

イ 付帯設備を含む施設使用料、備品使用料の料金徴収・保管・納付及び販売物の料

金徴収・保管 

ウ 利用の申請に係る抽選の応対 

エ 台帳等帳票類の作成・記帳及び保管 

オ 使用許可書の確認及び鍵の貸し出し 

カ 会議室の備品類の準備 

キ 使用終了時における施設の確認及び備品類の格納 

ク 使用報告書及び鍵の受領 

ケ 利用実績報告書及び日報作成 

② 施設の案内、相談に関する業務 

ア ホール行事予定表の作成及び送付 

イ パンフレット等案内書類の配布及び送付 

ウ 施設、付帯設備及び備品等の利用相談の対応 

エ 電光掲示盤・電動表示板の入力及び管理 

オ 館内施設及び利用の案内 

カ 公演、その他催し物の内容及び時間等の案内 

キ 交通機関、交通経路等の案内 

ク 館内掲示物管理 

ケ その他、来館者及び利用者の各種問い合わせの対応 

③ チケット販売等に関する業務 

ア 利用者等からのチケット販売依頼対応 

イ 購入申込書の受取、チケット発券及び代金の受領 

ウ チケット予約受付 
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④ 駐車場の運営に関する業務 

ア 自動料金徴収機からの料金の回収及び料金の徴収 

イ 不法入場車両等の排除 

ウ 駐車場内に入出場する車両の誘導及び駐車車両の整理 

エ 駐車場内の巡視及び駐車車両の確認 

オ 駐車場入出庫口シャッターの開閉 

カ 利用者が多数の時、駐車場出入口周辺の自動車・人の誘導・整理 

キ 関係者用駐車場の管理 

ク その他駐車場運営に必要な業務 

⑤ その他業務 

ア 遺失物の管理 

イ 災害及び事故等の連絡 

ウ 消耗品・備品・鍵の管理、販売物の説明及び管理 

エ その他施設の運営に必要な業務 

 

※施設の貸出しの手続きは、条例及び規則に基づき行うこととするが、貸出し施設ごとに指

定管理者が利用の手引き等を作成し、手続きについて利用者に周知すること。 

また、貸出しにあたっては、必要な指導、助言を行うこと。 

※施設の予約について、大ホール、小ホール、レセプションホールは現地での予約申請及び

月に一回現地での抽選会、その他の施設は松戸市公共施設インターネット予約システムで

の予約。 

※施設の申請等の対応には、松戸市公共施設インターネット予約システムが必要となるため、

インターネットに接続できるパソコンを準備すること。 

※松戸市公共施設施設インターネット予約システムは、各種電子決済に対応（予定）してお

り、その手数料は指定管理者の負担とする。 

※窓口での料金徴収の際、現金支払いの他、各種電子決済やその他支払いに対応及び対応予

定のため、その手数料は指定管理者の負担とする。なお、市の方針として、現在導入され

ていない電子決済が、対応となった場合、市関係各課と調整の上導入をすること。その際、

導入にあたっての経費及び導入後の経費、手数料等は指定管理者の負担とする。 

※施設の開館時間は午前９時から午後１０時までだが、各受付時間は下記を参考とする。 

なお、利用者のサービス向上が認められる場合において、受付時間の延長は認めるものと

する。 

事務室受付      午前８時３０分から午後１０時００分 

スタジオ受付     午前８時３０分から午後６時３０分 

正面受付       午前９時００分から午後７時００分 

チケットセンター受付 午前１０時００分から午後７時００分 

※駐車場の営業時間は午前８時３０分から午後１０時までとする。 

※施設や地域の活性化、また利用料金収入を確保するためにも施設利用の促進を図ること。 
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（２）市民劇場 

① 施設の申請、利用許可、料金の徴収に関する業務 

ア 利用の申請・変更・取消の受付及び使用許可書の発行と領収証書の発行 

イ 付帯設備を含む施設使用料、備品使用料の料金徴収・保管・納付及び販売物の料

金徴収・保管 

ウ 利用の申請に係る抽選の応対 

エ 台帳等帳票類の作成・記帳及び保管 

オ 使用許可書の確認及び鍵の貸し出し 

カ 備品類の準備 

キ 使用終了時における施設の確認及び備品類の格納 

ク 使用報告書及び鍵の受領 

ケ 利用実績報告書及び日報作成 

② 施設の案内、相談に関する業務 

ア 催し物表示板の作成 

イ パンフレット等案内書類の配布及び送付 

ウ 施設、付帯設備及び備品等の利用相談の対応 

エ 館内施設及び利用の案内 

オ 公演、その他催し物の内容及び時間等の案内 

カ 交通機関、交通経路等の案内 

キ 館内掲示物管理 

ク その他、来館者及び利用者の各種問い合わせの対応 

③ その他業務 

ア 遺失物の管理 

イ 災害及び事故等の連絡 

ウ 消耗品・備品・鍵の管理、販売物の説明及び管理 

エ その他施設の運営に必要な業務 

 

※施設の貸出しの手続きは、条例及び規則に基づき行うこととするが、貸出し施設ごとに指

定管理者が利用の手引き等を作成し、手続きについて利用者に周知すること。 

※施設の予約について、ホールは現地での予約申請及び月に一回現地での抽選会、その他の

施設は松戸市公共施設インターネット予約システムでの予約。 

※施設の申請等の対応には、松戸市公共施設インターネット予約システムが必要となるため、

インターネットに接続できるパソコンを準備すること。 

※松戸市公共施設施設インターネット予約システムは、各種電子決済に対応（予定）してお

り、その手数料は指定管理者の負担とする。 

※窓口での料金徴収の際、現金支払いの他、各種電子決済やその他支払いに対応及び対応予

定のため、その手数料は指定管理者の負担とする。なお、市の方針として、現在導入され
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ていない電子決済が、対応するとなった場合、市関係各課と調整の上導入をすること。そ

の際、導入にあたっての経費及び導入後の経費、手数料等は指定管理者の負担とする。 

※施設や地域の活性化、また利用料金収入を確保するためにも施設利用の促進を図ること。 

 

２ 施設・設備の維持管理に関する業務 

（１）文化会館 

① 舞台管理業務 

② 施設設備運転及び保守点検管理業務 

③ その他設備等保守点検管理業務 

④ 警備保安業務 

⑤ 違法駐車等監視業務 

⑥ 清掃業務 

⑦ ばい煙測定業務 

⑧ 水質検査業務 

⑨ 空気環境測定業務 

⑩ ねずみ・昆虫等調査防除等業務 

⑪ 樹木及び庭園管理業務 

⑫ その他施設・設備の管理に関する業務 

※上記業務詳細は別紙のとおりとする。 

 

（２）市民劇場 

① 舞台管理業務 

② 施設設備運転及び保守点検管理業務 

③ その他設備等保守点検管理業務 

④ 警備保安業務 

⑤ 清掃業務 

⑥ 水質検査業務 

⑦ 空気環境測定業務 

⑧ ねずみ・昆虫等調査防除等業務 

⑨ 樹木及び庭園管理業務 

⑩ その他施設・設備の管理に関する業務 

※上記業務詳細は別紙のとおりとする。 

 

３ 文化事業の企画及び実施に関する業務 

① 情報提供事業 

ア 文化会館及び市民劇場で開催される各種公演や関係団体の情報について、地域の

文化・舞台芸術の振興や発展の観点から各種情報提供を行うこと。 

イ 文化会館及び市民劇場以外（近隣市等の文化・舞台芸術の拠点施設）で開催され
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る各種公演や関係団体の情報について、地域の文化・舞台芸術の振興や発展の観点

から各種情報提供を行うこと。 

ウ 自主事業によるもの 

エ その他利用者に対するサービス提供事業 

オ その他文化事業の企画及び実施に関する業務 

※情報提供はポスターやチラシによる掲示や配布、チケット販売、ホームページ「（指

定管理者で開設及び運営すること）、ＳＮＳ、文化会館に設置してあるモニター、テ

レビ、ラジオ、新聞、広報誌等によるものとする。 

 

４ その他市が必要と認める業務 

（１）事業計画書・収支予算書の提出 

次年度の事業計画書、収支予算書、管理運営の体制、文化事業の概要及び実施時期、

利用料金収入、事業収入及びその他の収入の見込み総額、管理運営に要する経費の総額

及びその内訳、その他市が必要と認めるもの等を記載した報告書を毎年度２月末まで

に作成し、市に提出すること。 

 

（２）事業報告書及び収支決算書の提出 

指定管理者は、毎年度終了後の５月末までに、文化事業実施報告及びその収支内訳、

施設利用状況及び利用料金収入実績、管理運営業務実績報告書（備品現状調書、修繕調

書、再委託調書、行政財産使用調書等）及びその収支内訳、経営状況調書（財務諸表）、

経営努力調書（サービス向上、経費節減等の実績）、その他市が必要と認めるもの等が

記載された事業報告書を作成し、市に提出すること。 

 

（３）業務報告書（例月分）の提出 

管理業務実施状況報告、施設利用状況及び利用料金収入の実績、自主事業実施報告、

苦情、要望対応状況報告、施設、設備の点検状況報告、その他市が必要と認めるもの等

が記載された業務報告書を翌月１０日までに作成し、市に例月ごとに提出すること。 

 

（４）利用者の満足度調査及び評価報告書の提出 

施設利用者の満足度を調査するために、各場所にアンケート用紙並びにアンケート

ボックスを配置すること。なお、アンケートの配置場所及び内容については市と協議の

上決定すること。 

また、アンケート用紙やアンケートボックス以外（インターネット上での収集等）の

アンケート収集も、市と協議の上導入することを検討し、多様な手段によりアンケート

を収集するよう努めること。 

アンケートの結果については例月の業務報告書とともに、集計をして市に提出する

こと。 
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（５）自己評価の実施 

業務の質とサービスの向上を図ることを目的に、利用者等から施設運営に関する意

見を聴取し、自己評価を行うこと。なお、これにより得られた評価は、事業報告書に記

載するとともに、次年度の業務に反映すること。 

 

（６）指定期間終了時の引継業務 

指定管理者は、指定期間終了までに次期指定管理者が円滑に指定管理業務を遂行で

きるよう、引き継ぎを行うこと。 

 

（７）利用者のサービス向上に関する業務 

指定管理者は管理施設の利用者サービスの向上が図られる設備等を設置すること。 

設置について、行政財産目的外使用許可を受ける必要があるため、市と協議を行い、

指定管理者がその手続きを行うこと。 

参考：現行設置設備 

① 文化会館 

ア 自動販売機 

イ 公衆電話 

ウ 電子複写機 

エ レストラン等 

② 市民劇場 

ア 自動販売機 

 

（８）案内板について 

公演案内や施設案内等の情報提供として、案内板の維持管理を行うものとする。な

お、経年劣化等により本業務に供することが困難となった場合には、指定管理者の負担

により同等品を購入又は調達するものとする。 

 

（９）その他施設の設置目的を達成するために必要な業務 

 

※再委託の原則禁止 

包括的な業務の再委託は認めない。個別の業務を再委託する必要がある場合は、事前に

市と協議し、書面で市に提出の上、市から承諾を得ること。 

なお、指定管理者が業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせる場合は、すべて指

定管理者の責任及び費用において行うものとし、本業務に関して指定管理者が使用する第

三者の責めに帰すべき事由により生じた損害及び増加費用については、すべて指定管理者

の責めに帰すべき事由により生じた損害及び増加費用とみなして、指定管理者が負担とす

るものとする。 
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５ 留意事項 

（１）施設運用 

① 特別の事由がある場合の開館（開場）時間、休館（休場）日等の変更については、

指定管理者との協議により、市が決定する。 

② 市が施設を利用する場合は、条例及び規則に基づき申請時期より先行して予約する

ことができることとする。また、市と他の団体との共催事業も同様とする。なお、こ

れらの利用により、市民の利用が著しく困難になるような事案が発生、又は予見され

る場合は、市と十分に協議し適切に対処すること。 

③ 市が備品の入れ替えや修繕、工事を行う場合、それらが支障なく行われるよう協力

すること。 

 

（２）危機管理体制の整備 

① 施設の管理運営を行う上で予見される様々な危機に備え、非常連絡網の作成や避難

通路の確保・表示、避難誘導・情報連絡などの役割分担といった危機管理体制を明確

にして職員に周知するとともに、対応マニュアルを作成し、適宜必要な訓練や講習等

を実施しなければならない。 

② 施設において事故、災害、犯罪等の緊急事態が発生した場合又は発生するおそれの

ある場合、直ちに必要な措置を講じると共に、松戸市を含む関係者に対してその旨速

やかに通報するものとする。 

③ 平常時から所轄の警察署、消防署、病院等との連絡体制を構築しておき、危機の発

生に備える。 

④ 指定管理者は、文化会館及び市民劇場が災害発生時における現地対策本部、物資集

配拠点等（文化会館）及び一時滞在施設（市民劇場）の役割を担う可能性があること

を理解し、松戸市が求めるところに従って当該役割を果たす上で必要な協力を行うも

のとする。特に、一時滞在施設になっている市民劇場は、市指定の避難所直行職員と

連携し、帰宅困難者の受け入れを行うこと。なお、指定管理者が、市の要請に基づき

協力業務を実施した場合、当該業務に要した費用を市が負担するものとし、指定管理

者による当該費用等の請求時期は指定管理者と市の協議により定める。 

 

（３）保険の取り扱い 

① 賠償保険は、指定管理者が加入すること。なお、保険範囲等については、協定書に

おいて定めることとする。 

② 施設及び設備の設置に起因する損害又は傷害に対する賠償については、市がその責

任を負う。ただし、施設及び設備の管理に起因する損害又は傷害に対する賠償につい

ては、指定管理者と協議することとする。 

③ 現在の市が加入している保険 

ア 対人保険 

１） 全国市長会市民総合賠償補償保険（賠償責任保険＋補償保険） 
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ａ 賠償責任保険 

市が所有、使用、管理する施設の瑕疵や市の行う業務遂行上の過失に起因する

事故について市に法律上の賠償責任が生じることによって被る損害をてん補 

契約類型：D型（身体賠償１名につき１億円、１事故１０億円、財物賠償１事

故２千万円、免責金額なし） 

※指定管理者を被保険者とみなす扱いとなる。ただし、指定管理者が独自に行

う事業については、本保険の対象外となる。 

イ 補償保険 

市主催の行事に参加中、団体又は住民個人が市の管理下で市から依頼を受けた住

民に対するボランティア活動中、急激かつ偶然な外来の事故により被災した住民に

対して、市の法律上の賠償責任の有無に関わらず、市が支払う補償金（見舞金）を

てん補 

契約類型：５型②（一口：死亡１００万円・後遺障害４～１００万円・入院日数

に応じ１～１５万円・通院１日から５千円） 

ウ 建物損害保険（文化会館・市民劇場） 

１） 建物総合損害共済（公益社団法人「全国市有物件災害共済会「関東支部） 

ａ 対象物件 

・市の所有する建物、工作物及び動産 

ｂ てん補責任の範囲 

・火災・落雷・破裂又は爆発・建物又は工作物の外部の物体の落下等・車両の衝

突又は接触による損害・集団示威行為・破壊行為・風災水災等による偶発の事故

による損害 

 

（４）施設の修繕について 

老朽化による改修、改良工事は原則、市の負担とする。ただし、これによることのな

い特別な理由が発生した場合の対応については、市と協議の上、市が決定することとす

る。 

施設・設備の維持管理及び１件１３０万円未満の修繕並びに指定管理者の責任によ

り必要となった修繕は、指定管理者の負担において行うこととする。ただし、毎年行っ

ている文化会館の舞台装置機能を維持させる、及び突発的な故障を防ぐための文化会

館舞台装置修繕については、文化会館の施設意義の根幹を支えるものであり、性能低下

や突発的な故障により舞台装置が稼働停止となった場合、施設全体を閉鎖することに

もなり得るため、修繕計画を策定した業者に管理監督及び施工をさせること。また、修

繕計画の最終年度に、次の修繕計画を策定すること。なお、舞台装置修繕、その監督及

び計画策定にかかる経費については指定管理者の負担とし、管理代行料に含めるもの

とする。 

 

（５）消耗品等 
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消耗品類の更新、破損等による買い換えは、指定管理者の負担とする。 

 

 

（６）備品等 

現在整備されている備品は無償で指定管理者が使用できる。ただし、これらの備品類

の更新、破損等による買い替えは、指定管理者の負担とする「（ただし、年次計画等事業

性のあるものを除く）。なお、買い替えをした備品の所有権は、松戸市に帰属するもの

とする。 

利用許可申請書、許可書その他施設運営に必要な印刷物等に要する費用は、指定管理

者の負担とする。なお、許可書等に押印する印は、市が示した基準のとおりに指定管理

者が作成したものを使用することとする。 

 

（７）賃貸借物品及び負担金等について 

現行の指定管理者が契約している賃貸借物品及び支払いを行っている負担金につい

ては、引き続き指定管理者の負担で契約及び支払いを行うこと。 

 なお、賃貸借物品については指定管理者の負担により、賃貸借ではなく購入や調達す

ることも可能とする。 

 ただし、現行の契約からの代替措置が取られる場合、市と協議の上でこれを変更でき

るものとする。 

 

（８）光熱水費（電気料・ガス代・上下水道料） 

指定管理者の負担とする。 

なお、光熱水費の削減のためであっても、利用者からの苦情や指摘につながるような

節電、節水等は行わないものとする。また、苦情や指摘等があった場合、市の指示に従

い、即時対応すること。 

 

（９）通信運搬費（電話料・郵便料等） 

指定管理者の負担とする。 

また、利用者向けに Free-Wifi を整備すること。なお、整備にあたっての通信料、そ

の他経費については指定管理者の負担とする。 

 

（１０）塵芥処理 

施設から発生する塵芥については、事業系ごみや、産業廃棄物等として市から収集運

搬の許可を受けた一般廃棄物処理業者や、県の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委

託する等、指定管理者の責任において適正に処理するものとし、その費用は指定管理者

の負担とする。 

 

（１１）自主事業に関する留意事項 
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自主事業とは、指定管理者が自己の負担により企画し、及び実施する事業を指す。自

主事業に要する経費に管理代行料又は使用料を充てることはできない。自主事業から

得た収入は、指定管理者の収入とする。 

指定管理者が自主事業を実施する場合は、あらかじめ市と協議し、その承諾を受け、

必要な許可を得なければならない。その際、施設の利用承認及び利用料金の取扱いにつ

いては正規の手続きと同様に行うこと。 

なお、市は自主事業が施設の設置目的にそぐわない場合及び指定管理者としての業

務に支障を生ずるおそれがある場合は承諾しない。 

事業計画において提案された自主事業の可否については、市と協定を締結する際に

改めて協議するものとする。 

また、自主事業において、利用者の利便に供するものについては、指定期間内に指定

が取り消された場合や次期指定管理者が決定した場合に引き継ぐものとする。 

 

（１２）苦情等への対応 

指定管理者は、利用者等からの苦情等に対して誠実に対応すること。なお、苦情対応

状況については、すみやかに書面で市に報告すること。 

 

（１３）利用者の被災に対する損害賠償責任について 

① 市が設置した施設の瑕疵により損害が生じた場合は、市が責任を負うものとする。

なお、指定管理者が行った維持補修等に起因するものや、指定管理者の施設の管理に

瑕疵があった場合は、指定管理者に損害賠償義務が生じる場合がある。 

② 指定管理者のサービス提供方法、従業員の責任等に起因するものについては、指定

管理者が責任を負うものとする。 

③ その他の責任は双方協議の上、その都度決定するものとする。 

 

（１４）人員配置等 

① 施設の利用受付業務、施設維持管理業務等の運営に支障がないよう、最適な人員配

置とすること。なお、配置人数不足により、利用者サービスの低下や運営の支障を招

いていると市が判断した場合、速やかに増員を行うこと。 

② 施設の管理運営に必要な有資格者の配置を行うこと。 

③ 配置人員の雇用に関すること及び勤務形態等については、労働基準法や男女雇用機

会均等法、障害者雇用促進法等の労働関係法令に従うこと。 

④ 消防法に基づき、防火「・防災管理者を置き、消防計画を作成し、届け出るとともに、

消火通報及び避難訓練等を実施すること。 

また、消防法に基づき、防火対象物定期点検報告を行うこと。 

 

（１５）職員の研修等の実施 

① サービスの向上を図るため、配置する職員全員が業務全般を理解し、適切に処理で
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きるよう、職員の研修を随時行うこと。 

② 窓口受付業務、設備操作等管理運営全般に係るマニュアルを作成するとともに、職

員に周知徹底を図ること。 

③ 職員が利用者等から利益の供与を受けることがないよう、必要な指導を行うこと。 

 

（１６）財産の異動等 

指定管理者は、自ら実施する工事又はその原因によって各施設の土地、建物及び工作

物等の財産に異動が生じる場合は、あらかじめ市の承認を得ることとする。 

各施設の建物等の財産が管理運営業務に伴って増加する場合、市の支払う管理運営

に要する経費（以下「管理代行料」という。）によるものは市へ帰属し、それ以外のも

のについては協議の上、その帰属を決定する。 

 

（１７）自家用電気工作物の保安管理について 

指定管理者は、自家用電気工作物の維持及び運用の主体であり、みなし設置者として

自家用電気工作物について電気事業法第 39 条第 1項の義務を負うものとする。 

指定管理者は、自家用電気工作物のみなし設置者として、本来の設置者である市と相

互に協力しながら、電気事業法及び関係法令に基づき管理を行うこと。 

指定管理者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安を確保するため、電気

主任技術者を選任しなければならない。ただし、電気事業法施行規則第 52 条第 2項の

規定に基づき、外部委託承認を受けた場合には、電気主任技術者を選任しないことがで

きる。 

指定管理者は、電気主任技術者を選任し、その使命その他必要な事項を市に通知しな

ければならない。電気主任技術者を変更した場合も同様とする。 

指定管理者は保安監督業務に必要な各種届出書類の作成及び提出を遅滞なく行うこ

と。 

市及び指定管理者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安を確保するに当

たり、電気主任技術者として選任する者の意見を尊重するものとする。また、自家用電

気工作物の工事、維持及び運用に従事する者は、電気主任技術者として選任する者がそ

の保安のためにする指示に従うものとする。 

電気主任技術者として選任する者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関す

る保安の監督の職務を誠実に行う。 

 

（１８）その他 

① 飲食物の販売など諸届を必要とする場合は、指定管理者が手続きを行うこと。 

② 文化会館等の運営に従事する職員は、常時、名札を着用すること。 

③ 職員に必要な研修を行うこと。 

④ 松戸市情報公開条例に準拠し、保有する情報の公開について必要な措置を講ずるこ

と。 
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⑤ 感染症等の拡大が懸念される場合においては感染拡大防止に努めること。 

⑥ 指定管理者は、この業務の基準に記載のない業務等についても、全てにおいて市民

サービスを後退させないように留意すること。 

 

 

Ⅲ 経費に関する事項 

文化会館等は利用料金制を導入しており、指定管理者は、利用者が支払う施設等の利用料

金や市が支払う管理代行料のほか、自らが企画・実施する各事業の収入等を自らの収入にす

ることができる。 

また、事業の実施に際して各種助成金、協賛金等を活用することができる。 

１ 管理代行料の支払い 

管理代行料の額は、会計年度ごとに、指定管理者から提出された提案書をもとに、市議会

による予算議決を経て、次年度の年度協定を締結する中で決定する。 

また、管理代行料は各年度の４月～６月（第一期）、７月～９月（第二期）、１０月～１２

月（第三期）、１月～３月（第四期）に分けて支払うこととする。なお、支払方法等は、基

本協定書及び年度協定書にて定める。 

 

２ 区分会計の独立 

指定管理者は、施設の運営に係る経理事務を行うに当たり、独立した会計簿、書類及び経

理規程を設けるものとする。 

 

３ 管理口座等 

指定管理者の施設の運営に係る出入金は、施設の運営に伴う専用の口座を開設し、管理す

るものとする。 

 

４ 利用料金の取扱い 

（１）利用料金 

利用料金は、松戸市文化会館条例、松戸市文化会館条例施行規則及び松戸市民劇場条

例並びに松戸市民劇場条例施行規則で定められている。 

 

（２）利用料金の減額及び免除 

指定管理者は、松戸市文化会館条例、松戸市文化会館条例施行規則及び松戸市民劇場

条例並びに松戸市民劇場条例施行規則の規定に基づき利用料金（駐車料金を含む。）の

減額又は免除をする。この場合において、減額分又は免除分である利用料金の減収分に

ついては、市が支払う管理代行料に含まれているものとし、別途補填はしない。 

 

（３）収入済み利用料金の取扱い 

市又は現在の指定管理者が、松戸市文化会館条例、松戸市文化会館条例施行規則及び



17 

 

松戸市民劇場条例並びに松戸市民劇場条例施行規則の規定に基づいて令和８年３月３

１日までに行う令和８年４月１日以後の施設の利用許可に係る利用料金は、令和８年

度から管理代行を行うものに支払うものとする。 

ただし、市と指定管理者との協議の上、これによらない旨の合意が得られた場合は、

この限りではない。 

 

（４）還付金 

松戸市文化会館条例、松戸市文化会館条例施行規則及び松戸市民劇場条例並びに松

戸市民劇場条例施行規則の規定に基づいて指定管理者の負担において還付すること。 

 

（５）指定管理者が施設等を利用する場合 

指定管理者は、指定管理者自らが施設等を使用する場合についても、上記により定め

た利用承認及び利用料金の取扱いに従うこと。 

 

（６）文化会館地下駐車場の料金について 

指定管理者は、管理施設の利用者サービスの向上を図るため、チケット購入者等に対

する駐車場利用者の料金徴収については、市と協議の上、決定するものとする。 

 

Ⅵ その他の事項 

（１）業務の遂行に当たっては、関連する法令、本市の条例､規則等を遵守すること。特に

個人情報の管理については、松戸市個人情報の保護に関する法律施行条例及び松戸市個

人情報の保護に関する法律施行条例施行規則により、市の機関と同様の責務を負うこと

となる。 

 

（２）市民の文化・芸術の活動の場、発表の場の提供により市民文化活動を活性化、発展さ

せること。 

 

（３）質の高い多様な舞台芸術の鑑賞の機会を提供し、市民の豊かな心の広がりを実現する

こと。 

 

（４）多様な文化活動の拠点として多くの才能と人材が交流することによる市民の文化意識

を高揚させること。 
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Ⅱ 指定管理者が行う管理運営業務 別表  

２ 施設・設備の管理に関する業務 

（１）文化会館 

① 舞台管理業務 

ア 日常保守点検業務 

・舞台設備等の機能を十分に発揮させ、常時良好かつ安全な状態で使用できるよう、

日常保守及び日常整備点検を行うこと。 

・舞台設備等及びこれらの技術管理に関する調査研究を行い、業務の改善に努める

とともに、随時、必要な事項を市に助言すること。 

・使用者の各種相談に対応すること。 

・舞台設備等に係る小規模な破損の修理をすること。 

 

イ 事前打合せ業務 

・主催者と事前にホール等の使用に関する打ち合せを行うこと。 

・催物に対する適切な助言及び指導を通じ、使用者との意思の疎通を図ること。 

 

ウ ホール等使用時の業務 

・持込み機材・物品の搬入・搬出に立ち会うこと。 

・舞台設備等の仕込み、操作、貸出し、収納、撤去及び復元を行うこと。 

・使用者が前述の業務を行う場合には、その指導助言及び監督を行うこと。 

※舞台操作盤の操作は、施設の技術者が吊物、迫り等の安全を確認しつつ直接操作

業務を行うこととし、使用者には操作させないこと。 

・ホール等での収録業務については、録音用音声の送出業務を行うこと。 

・使用終了後、舞台設備等の備品、消耗品等の整備点検を行うこと。 

・舞台、調光室、音響室等の火気点検及び戸締りの確認を行い、火災、盗難等を防

止すること。 

・事故発生、災害等の緊急時においては、館内放送等により来館者に対して周知さ

せるとともに、入場者の安全確保に努める。なお、詳細については防災計画書によ

る。 

 

エ その他業務 

・舞台設備に係る保守点検及び修繕の実施に際しては、休館、休場日に係らず立会

いをするものとする。 

 

オ 臨時業務 

・舞台、舞台機構・照明・音響の設備の仕込み、リハーサル等及び撤収の立会い・

指導及び舞台機器操作並びにそれら業務に付随する業務 
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カ 保守点検業務 

・舞台設備等の機能を十分に発揮させ、常時良好かつ安全な状態で使用できるよう

定期的な点検整備を行うこと。なお、最低でも下記の周期で点検を行うこととする。 

ａ 大ホール吊物機構設備 １回/２か月 

ｂ 大ホール床機構設備  １回/２か月 

ｃ 大ホール幕設備    １回/６か月 

ｄ 大ホール走行式音響反射板設備  １回/６か月 

ｅ 小ホール吊物機構設備 １回/２か月 

ｆ 小ホール床機構設備  １回/２か月 

ｇ 小ホール幕設備    １回/６か月 

ｈ リハーサル室吊物機構設備    １回/４か月 

ｉ レセプションホール吊物機構設備 １回/４か月 

ｊ スタジオ吊物機構設備 １回/４か月 

ｋ 大ホール舞台照明設備 １回/６か月 

ｌ 小ホール舞台照明設備 １回/６か月 

ｍ リハーサル室照明設備 １回/６か月 

ｎ スタジオ照明設備   １回/６か月 

ｏ 大ホール舞台音響設備 １回/６か月 

ｐ 小ホール舞台音響設備 １回/６か月 

ｑ 非常用放送設備    １回/６か月 

ｒ 舞台運営用カメラ設備等     １回/１２か月 

ｓ その他必要なこと 適宜 

② 施設設備運転及び保守点検管理業務 

 施設の性能及び機能を維持し、サービスの提供やその他の各種業務が安全かつ快

適に行われるよう、興行場法、電気事業法、建築物における衛生的環境の確保に関

する法律、建築基準法、消防法及びその他関係法令、並びに建築保全業務共通仕様

書（国土交通省）の最新版に基づき、建築物、電気設備、機械設備、監視制御設備

（中央制御設備）、防火防災設備、空調設備等、文化会館運営に必要な設備の運転、

監視及び保守を行い、運営に支障をきたさないようにすること。 

 また、法律で義務付けられていない設備等（ガス焚き冷温水ユニット設備、ファ

ンコイル設備、雨水利用装置、電気給湯設備、高所作業台、自動ドア、空調用及び

駐車場用フィルター、中央監視制御装置等）についても、建築保全業務共通仕様書

（国土交通省）の最新版を参考に、関係法で推奨される回数または記載にないもの

については年１回以上の適当な回数の点検を行い、適切な保守に努めること。 

 なお、利用状況により、適宜保守点検の回数や方法を見直す等、施設のより良い

施設運営に努めること。 
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③その他設備等保守点検業務 

ア ピアノ及び楽器類保守点検業務 

・施設の運営上、当該備品が十分な機能を発揮することは極めて重要なため、本来

有する機能を発揮できるよう、整調・調律・整音等、適切かつ必要な保守及び点検

を行う。 

・ピアノの調律等の整備は使用頻度に応じ適切な回数行うこととするが、必ず年に

１回以上は行うこと。 

・その他楽器類も年 1回以上の調整整備を行い、コンサートバスドラムについては、

最低１年に１回のヘッド交換を行う。 

・その他簡易な部品交換・修理については指定管理者で行うものとする。 

 

イ ＡＶ(音響・映像)機器及びＴＶ共聴設備保守点検業務 

・施設内のＡＶ(音響・映像)機器及びＴＶ共聴設備が本来有する機能を発揮できる

よう、日常的な保守点検及び定期的な点検整備を行うこと。 

・施設内の防犯カメラが本来有する機能を発揮できるよう、日常的な保守点検及び

定期的な点検整備を行うこと 

④ 警備保安業務 

・警備会社に委託もしくは警備専任の職員を雇用し、開館時間及び施設が閉館時間

（休館日含む）にも職員を常駐させること。なお、警備専任の中で責任者を設置す

ること。 

・定期的に施設内を巡回して、不審者・不審物及び異常個所の発見に努めるととも

に、施設内の鍵の収受・保管を適切に行うこと。 

・休館日及び夜間については、機械警備を実施すること。なお、警備会社から異常

事態の通報を受けた場合は迅速に対応すること。また、機械警備に必要な機器や設

置については指定管理者の負担とする。 

⑤ 会館前違法駐車等監視業務 

ア 文化会館前の道路（松戸市都市計画道路３・３・７号線※横須賀紙敷線）及び

文化会館周辺の道路における違法駐車及び文化会館周辺の定期的な道路監視 

イ 文化会館前の道路（松戸市都市計画道路３・３・７号線※横須賀紙敷線）及

び文化会館周辺の道路における来館者等の安全確保 

ウ 文化会館前の道路（松戸市都市計画道路３・３・７号線※横須賀紙敷線）及

び文化会館周辺の道路おける危険物持ち込み等の危険行為の排除 

エ その他本業務に必要な事項 
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⑥ 清掃業務 

 「・施設敷地内の環境を維持し、快適な環境を保つために清掃業務を行うこと。な

お、清掃頻度については建築保全業務共通仕様書（国土交通省）の最新版を基準

に行うこととする。 

 ・床、壁、扉、ガラス、鏡、什器・備品、照明器具、吹出し及び吸込み口、衛生

機器等について、場所ごとに日常清掃、定期清掃を組み合わせ、ごみ、ほこり、

汚れ等がない状態を維持すること。 

 「・清掃業務実施時は、施設利用者の妨げにならないよう、十分に気を付けること。 

 「・施設利用者または市から清掃について要請があった場合、速やかに対応するこ

と。 

⑦ ばい煙測定業務 

 大気汚染防止法及びその他関係法令に基づき、ボイラー、吸収冷温水機等のばい

煙測定を行うこと。 

 なお、基準を超える値が測定された場合、直ちに該当機器の使用を停止し、その

旨の報告をすること。 

⑧ 水質検査業務 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律、水道法その他関係法令に基づ

き、飲料水、雨水利用水、冷却水、冷温水及び雑用水等の水質検査を行うこと。 

 なお、給水する水が人の健康を害するおそれがあることが判明した場合、直ちに

給水を停止し、その旨の報告をすること。 

⑨ 空気環境測定業務 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律等、関係法令に基づき、建築物の

環境衛生維持の状況を確認するとともに、常時安全で衛生的な空気環境を維持する

ものとする。 

⑩ ねずみ・昆虫等調査防除等業務 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律、その他関係法令及び総合的有害

生物管理（ＩＰＭ）に基づきねずみ・昆虫等の調査及び防除をおこなうこと。 

⑪ 樹木及び庭園管理業務 

 松戸市文化施設周辺（敷地内）の中・高木及び緑地、松戸市文化会館屋上庭園、

松戸市文化会館内庭園の緑樹を育成し、美しい環境を維持するため、樹木剪定、低

木刈込み、除草、病虫害駆除、芝刈り、伐採等の手入れを定期的に実施すること。 
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（２）市民劇場 

① 舞台管理業務 

 ア 日常保守点検業務 

・舞台設備等の機能を十分に発揮させ、常時良好かつ安全な状態で使用できるよう、

日常保守及び日常整備点検を行うこと。 

・舞台設備等及びこれらの技術管理に関する調査研究を行い、業務の改善に努める

とともに、随時、必要な事項を市に助言すること。 

・使用者の各種相談に対応すること。 

・舞台設備等に係る小規模な破損の修理をすること。 

 

イ 事前打合せ業務 

・主催者と事前にホール等の使用に関する打ち合せを行うこと。 

・催物に対する適切な助言及び指導を通じ、使用者との意思の疎通を図ること。 

 

ウ ホール等使用時の業務 

・持込み機材・物品の搬入・搬出に立ち会うこと。 

・舞台設備等の仕込み、操作、貸出し、収納、撤去及び復元を行うこと。 

・使用者が前述の業務を行う場合には、その指導助言及び監督を行うこと。 

※ 舞台操作盤の操作は、施設の技術者が吊物、迫り等の安全を確認しつつ直接操

作業務を行うこととし、使用者には操作させないこと。 

・ホール等での収録業務については、録音用音声の送出業務を行うこと。 

・使用終了後、舞台設備等の備品、消耗品等の整備点検を行うこと。 

・舞台、調光室、音響室等の火気点検及び戸締りの確認を行い、火災、盗難等を防

止すること。 

・事故発生、災害等の緊急時においては、館内放送等により来館者に対して周知さ

せるとともに、入場者の安全確保に努める。なお、詳細については防災計画書によ

る。 

 

エ その他業務 

舞台設備に係る保守点検及び修繕の実施に際しては、休館、休場日に係らず立会

いをするものとする。 

 

オ 臨時業務 

舞台、舞台機構・照明・音響の設備の仕込み、リハーサル等及び撤収の立会い・

指導及び舞台機器操作並びにそれら業務に付随する業務 

 

カ 保守点検業務 

舞台設備等の機能を十分に発揮させ、常時良好かつ安全な状態で使用できるよう
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定期的な点検整備を行うこと。なお、最低でも下記の周期で点検を行うこととする。 

ａ ホール吊物機構設備 １回/６か月 

ｂ 大ホール床機構設備 １回/６か月 

ｃ 大ホール幕設備   １回/６か月 

ｄ ホール舞台照明設備 １回/６か月 

ｅ ホール音響設備   １回/６か月 

ｆ 舞台運営用カメラ設備等 １回/１２か月 

ｇ その他必要なこと 適宜 

② 施設設備運転及び保守点検管理業務 

 施設の性能及び機能を維持し、サービスの提供やその他の各種業務が安全かつ快

適に行われるよう、電気事業法、建築物における衛生的環境の確保に関する法律、

建築基準法、フロン排出抑制法及びその他関係法令並びに建築保全業務共通仕様書

（国土交通省）の最新版に基づき、建築物、電気設備、機械設備、防火防災設備、

空調設備等、市民劇場運営に必要な設備の運転、監視及び保守を行い、運営に支障

をきたさないようにすること。 

 また、法律で義務付けられていない設備等（自動ドア等）についても、関係法で

推奨される回数または記載にないものについては年１回以上の適当な回数の点検

を行い、適切な保守に努めること。 

なお、利用状況により、適宜保守点検の回数や方法を見直す等、施設のより良い

施設運営に努めること。 

③ その他設備等保守点検管理業務 

ア ピアノ及び楽器類保守点検業務 

・施設の運営上、当該備品が十分な機能を発揮することは極めて重要なため、本来

有する機能を発揮できるよう、整調・調律・整音等、適切かつ必要な保守及び点検

を行う。 

・ピアノの調律等の整備は使用頻度に応じ適切な回数行うこととするが、必ず年に

１回以上は行うこと。 

・その他簡易な部品交換・修理については指定管理者で行うものとする。 

 

イ ＡＶ(音響・映像)機器及びＴＶ共聴設備保守点検業務 

・施設内のＡＶ(音響・映像)機器及びＴＶ共聴設備が本来有する機能を発揮できる

よう、日常的な保守点検及び定期的な点検整備を行うこと。 

・施設内の防犯カメラが本来有する機能を発揮できるよう、日常的な保守点検及び

定期的な点検整備を行うこと 

④ 警備保安業務 

休館日及び夜間については、機械警備を実施すること。なお、警備会社から異常

事態の通報を受けた場合は迅速に対応すること。また、機械警備に必要な機器や設

置については指定管理者の負担とする。 
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⑤ 清掃業務 

 「・施設敷地内の環境を維持し、快適な環境を保つために清掃業務を行うこと。な

お、清掃頻度については建築保全業務共通仕様書（国土交通省）の最新版を基準に

行うこととする。 

 ・床、壁、扉、ガラス、鏡、什器・備品、照明器具、吹出し及び吸込み口、衛生

機器等について、場所ごとに日常清掃、定期清掃を組み合わせ、ごみ、ほこり、汚

れ等がない状態を維持すること。 

 「・清掃業務実施時は、施設利用者の妨げにならないよう、十分に気を付けること。 

 「・施設利用者または市から清掃について要請があった場合、速やかに対応するこ

と。  

⑥ 水質検査業務 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律、水道法その他関係法令に基づ

き、飲料水、雨水利用水、冷却水、冷温水及び雑用水等の水質検査を行うこと。 

 なお、給水する水が人の健康を害するおそれがあることが判明した場合、直ちに

給水を停止し、その旨の報告をすること。 

⑦ 空気環境測定業務 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律等、関係法令に基づき、建築物の

環境衛生維持の状況を確認するとともに、常時安全で衛生的な空気環境を維持する

ものとする。 

⑧ ねずみ・昆虫等調査防除等業務 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律、その他関係法令及び総合的有害

生物管理（ＩＰＭ）に基づきねずみ・昆虫等の調査及び防除をおこなうこと。 

⑨ 樹木及び庭園管理業務 

 松戸市文化施設周辺（敷地内）の中・高木及び緑地、松戸市文化会館屋上庭園、

松戸市文化会館内庭園の緑樹を育成し、美しい環境を維持するため、樹木剪定、低

木刈込み、除草、病虫害駆除、芝刈り、伐採等の手入れを定期的に実施すること。 

⑩ その他施設・設備の管理に関する業務 

ア 施設開館時間外における施設及び設備開放業務 

・近隣小学校の児童をはじめ、歩行者の安全確保を目的に、午前７時から午前９時

までの間、屋外エントランス及びトイレを開放すること。 

 


